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1.美濃和紙の歴史

山林や田園の美しい土地､あるいは歴史や伝統の重みを

残している土地は､どこか風格のようなものを我々に感じ

させてくれる。和紙の代名詞「美濃紙」で有名な、ここ美

濃の地のそこかしこには歴史と伝統に裏打ちされた､そし

て和紙生産に携わってきた先人達の奥深い自信といったも

のが見てとれる。それは端正な落ち着きとも言えようか。

我が国における和紙生産は、「日本書紀」の推古天皇十

八年に記述があることから､神代の昔から存在したという

説もある｡美濃において製紙がいつ頃から始められたかは

明らかではないが、「美濃市史」（注1）や「岐阜県手漉和

紙沿革史」（注2）などにこの地方の製紙の起源に関する

記述がある。「美濃市史」には以下のように書かれている。

美濃国の製紙起源については少なくとも奈良時代まで遡

ることができる。直接に知り得る資料は僅かではあるが、

正倉院文書の「写経勘紙解」（天平九年一七三七）の中に、

｢美濃国経紙一千帳」と記されている。経紙というのは写

経用の紙のことである。さらに正倉院文書中には全国各地

の戸籍があり、このことからも全国でかなりの規模で紙の

生産が行なわれていたことは確実であるが､この戸籍に使

用されている紙を調べてみると各国で紙質に多少の相違が

あるといわれ､美濃国のものはその中で一段と良質である

という。これは美濃国が既に製紙に関しては進んだ地域で

あったことを物語っている。（中略）

政治や文化の発達に伴い､前述の戸籍や写経用紙等の公

用品としても紙は必需品となり、おそらくは国の力で生産

されたもので、紙抄場として官設された「紙屋院」は既に

奈良時代にあったものと考えられる。中央の紙屋院と共

に､各地方の国府にも地方政治に必要な公用紙を生産する

｢紙屋」が置かれた。（中略）

平安時代初期に編せられた「延喜式巻二十三・民部下」

の「年料別貢雑物」の項の、諸国からの貢進物中に製紙原

料としての「紙麻」の量は美濃国六○○斤とあり、他の国

をはるかに引きはなして多量に納められている。（中略）

官営製紙のほかに盛んになった民間製紙が発達する所は、

原料が豊富で､谷が浅く清く、ゆるやかな川のほとり等の

条件に恵まれていたことは当然で、牧谷（武儀郡)、谷合

筋（山県郡)、揖斐谷（揖斐郡)、根尾谷（本巣郡）などの

地方でしだいに紙抄きが行われるようになり､平安時代に

なると年間の一定期間だけ紙を抄く半農半工の生活形態が

できたといわれている。（中略）
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いずれにしても、牧谷地方が中世以降､美濃紙として全

国に知られた紙の生産の中心地として､今日までその伝統

を持ち続けて来たのは､美濃国製紙が奈良時代から特殊の

地位を占めていたという歴史の背景に根ざしているものと

いえる。

ところが、第二次世界大戦後は経済の高度成長を背景

に､産業構造や生活様式の変化とともに､洋紙が全盛時代

を迎えることになった。それに伴って、和紙に対する需要

は大きく減少したまま今日に至っている。美濃でも、手漉

きから機械漉きが主流となり､和紙の量産品が生産される

ようになっている（注3)。昭和初期には3300戸ほどあっ

た手漉き業者も、平成13年度には20数戸となった。機械

漉き製紙工場も含めた美濃和紙製造所の分布を見ると､大

きくは上野・御手洗地区、蕨生地区、片知・長瀬地区の3

地域である（図1）（注4,5)。

しかし、生産高では量産和紙には及ばないものの、昔な

がらの手漉きの方法で､なかには百数十年も前に建てられ

た建物を利用して､多品種少量の和紙が今も生産されてい

る。手漉和紙協同組合事務局長の臼田登一氏によれば、こ

れら多品種少量の和紙は､用途の多様さや製品の持つ独特

の風合い．暖かみなどから、国内の他産地の追随を許さ

ず、これからも生産が続けられるものと思われる。

2.本調査の目的

美濃市の紙漉き作業所は年々減ってきており､現在の作

業所の今回､これら手漉きの和紙の生産が昔ながらの製法

により今なお行われている蕨生地区の作業建物の中から、

古田行三氏（故人)宅を調査するのは、第一に製法が長い

伝統に培われたものであるだけでなく､建物自体も一世紀

以上も前に建築されたものであるためである（注6)。そ

して､建物全体の造り、住居部分と作業場部分との合理的

なつながり､作業場の仕様に見られる先人達の創意などを

探究し､その結果を通じて美濃和紙が有する伝統の深みと

いったものに少しでも触れてみたいと考えたためである。

第二に、古田家は明治5年の建築（築後129年）である

にもかかわらず、内・外部ともに保存状態が頗る良好で、

当時に最も近いものであるとされ､これだけ保存状態の良

い建物は美濃の地でも古田家以外にないと言われているた

めである。古田行三氏（故人）は、「本物の美濃紙は本物

の建物で漉いてこそ・・・」という哲学の下、長い歴史を

有する自宅建物の維持に並々ならぬ精力とコストを注いで
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